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「町ゐ動扇面1日現在) 1 
世帯数……ー8，329(-16) 

人口…"'22，917(-31)

男・…"10，929( -13) 

女・・…'11，988( -18) • 

..広
報



3-町の現状への評価(居住地区別)

まちづくりアンケー卜の集計が終わ

ザ~のポ弓だすた約容について、
集計結果をお知らせします。

選択肢(4択)の内、「満足している」、「と、ちらかというと満足している」を選ばれ左万の割合

全町数値を5ポイン卜以上下まわる地区 (単位:%) 

l頁 目 主回 北吉井 南吉井 拝志

自然環境の豊かさ 92.0 91.5 92.4 92.7 
一火災や災害からの安全性 80.2 80.0 82.9 72.8 
-ー

水道の整備状況 78.9 70.0 81.5 89.7 
一

手どもの教育環境 74.4 76.5 75.5 68.4 
ー一

ごみの収集 ・処理状況 71.2 66.9 73.5 77.9 

日常の買物の便利さ 70.9 72.3 75.7 54.4 

スポ ツ活動や施設整備状況 70.8 73.1 69.7 70.5 
圃

騒音 ・振動 ・悪臭などの環境 68.1 63.1 68.6 77.9 

町からの情報提供の状況 68.0 69.2 70.2 66.1 

保健 ・医療サービスや施設整備の状況 67.9 67.7 68.8 66.9 
J・ ー交通事故や犯罪からの安全性 67.9 62.7 69.9 71.3 . ー

人情昧や地域の連帯感 66.7 63.1 67.0 75.0 

生涯学習・文化活動や施設整備状況 65.0 65.8 64.6 65.5 

農業基盤の整備状況 62.3 62.7 62.3 64.7 

)(通機関の便利さ 61.3 64.2 68.8 33.8 . 一道路の整備状況 59.4 53.5 61.9 65.4 . 
福祉サービスや施設整備の状況 56.9 57.7 57.5 54.5 

女性の社会参画の状況 56.8 58.4 56.8 54.4 

下水・排水の処理状況 56.4 54.2 54.2 66.2 

公園や広場の整備状況 55.6 56.9 54.5 55.9 

国内外との交流活動 53.6 58.1 52.9 47.0 

観光・レクリ工ーシヨン基盤の整備状況 42.2 47.3 40.9 39.7 

就業・雇用環境の整備状況 42.1 44.3 44.1 33.8 

4-今後のまちづくりの特色(回答2つまで) (単位:%) 

頂 目 全町 北吉井 南吉井 拝志

健康 ・福祉のまち 49.2 53.8 49.2 38.2 

環境保全のまち 41.8 44.6 39.5 44.1 

快適住環境のまち 40.4 39.6 41.8 36.0 

生涯学習 ・文化のまち 16.9 14.6 18.7 19.1 

住民参加のまち 12.5 10.8 13.9 12.5 

観光・)(流のまち 10.5 10.0 10.2 11.8 

商工業のまち 9.7 12.3 8.5 9.6 

情報化推進のまち 5.0 2.7 6.0 6.6 

農林業のまち 4.1 2.3 3.5 10.3 

歴史のまち 1.9 2.3 1.6 2.2 

その他 0.6 0.8 0.5 0.7 

無回答 1.8 0.8 1.8 2.2 



1-町への愛着度 (単位:人)

回答者数

感じている 355 

やや感じている 310 

あまり感じていない 139 

感じていない 16 

無回答 36 

言十 856 

(1)年代別の愛着度
20代 30代

感じている 32.0 23.0 

やや感じている 33.3 44.9 

あまり感じていない 22.9 27.9 

感じていない 4.6 1.8 

無回答 7.2 2.4 

言十 100.0 100.0 

% 70 
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30 
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10 

O 
20代 30代 40代

(2)匡住地区別の愛着度
北吉井 南吉井

感じている 37.3 42.3 

やや感じている 36.9 36.3 

あまり感じていない 17.3 15.9 

感じていない 3.9 1 .1 

無回答 4.6 4.4 

言十 100.0 100.0 

2-今後の定住意向

これからもずっと住み続けだい

当分は住み続け芝い

できれば町外へ移転しだい

ぜひ町外へ移転し左い

どちbともいえない

無回答

40代 50代

35.1 55.0 

46.0 28.2 

13.3 12.1 

2.3 0.7 

3.3 4.0 

100.0 100.0 

にコ感じている

- やや感じている

仁コあまり感じていない

仁コ感じていない

ヒコ無回答

(単位:%) 

60代 70代以上

63.9 66.7 

25.6 24.2 

6.8 3.0 

0.0 0.0 

3.7 6.1 

100.0 100.0 

仁コ感じている

- やや感じている

仁コあまり感じていなし1

仁コ 感じていない

・園無回答

50代 60代 70代以上

(単位 :%) 

拝志

51.5 

34.6 

11.0 

0.7 

2.2 

100.0 

全町 北吉井

48.1 42.3 

33.1 34.2 

5.5 7.3 

1.3 1.5 

11.2 13.5 

0.8 1.2 

※感じている、やや感じている

を選んだ、万の割合

北吉井

南吉井

拝志

南吉井

49.9 

34.2 

5.5 

1.4 

8.3 

0.7 

74.2% 

78.6% 

86.1% 

(単位 :%) 

拝志

58.1 

27.2 

1.5 

0.7 

11.8 

0.7 



一
月
七
日
、
町
民
会
館
で
平
成
十
三

年
重
信
町
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と

な
り
ま
し
た
が
、
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
二
三
四
名
が
、
式

典
に
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
和
田
町
長
。
か
「
皆
さ
ん
の

特
権
で
あ
る
『
若
さ
』
と
理
想
の
実
現
を

め
ざ
す
『情
熱
』
で
も
っ
て
大
い
に
前
進

し
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
二
十
一
世

紀
を
迎
え
た
わ
が
国
を
閉
る
く
す
る
原

動
力
と
な
ら
れ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
期

待
し
て
い
ま
す
。
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た。
つ
*
つ
い
て
新
成
人
を
代
表
し
て
、
渡
部

淳
さ
ん
(
横
河
原
)
と
花
山
清
香
さ
ん

(
西
岡
)
が
、
成
人
式
を
迎
え
て
の
決

意
・
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

宮
本
順
子
さ
ん
(
上
樋
)
が
、
「
成
人
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
今
日
ま
で

私
た
ち
を
慈
し
み
、
温
か
く
見
守
り
つ

づ
け
て
く
だ
さ
っ
た
両
親
を
は
じ
め
、
諸

Q
E
A
h
q
C
R
A
h
q
p
v
b
『品、
8
、目、官官、
C
R
A
b
q
c
s
、o
h
q
c
s
λ
h
q
C
E
A
h
a
A
h
w
A
h
q
c
a
A
h
q

湖
、
av

っ
、
成
長
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

泊

三
h
.，
成

人

式

を

今

か

ら

楽

し

み

巴

し

て

い

ま

す

o

机

一
個
問

¥

キ

コ

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
僕
同
三
世
紀
を
生
き
抜
い
て

れ

間

勺
一
咽
可1
4

渡
部
淳
い
く
上
で
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

民

間

ら
な
い
物
、
ガ
左
く
さ
ん
あ
る
と
思
い

同

市

〈
ラ
目
、
僕
は
無
事
に
成
人
式
を
迎
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
巴
、
大
切
巳

仙

u

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
だ
。
こ
れ
か
し
左
い
と
思
っ
て
い
る
の
は
「
仲
間
」

u

w
ら
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
責
任
で
す
。
そ
し
て
、
今
ま
で
出
会
つ
だ

ω

W

あ
る
行
動
を
と
り
、
社
会
巴
認
め
ら
人
達
で
す
。
そ
の
人
達
か
ら
得

E
q
w

w
れ
る
よ
う
な
人
間
巴

一
日
も
早
く
な
べ
て
の
も
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
長
い

w

u

れ
る
よ
う
努
力
し
左
い
と
思
い
ま
人
生
で
き
っ
と
役
巴
立
つ
時
、
か
来
る
g

町
す

。

と

考

え

る

か

ら

で

す

。

ま

、

だ

、

人

生

町一

九

今
ま
で
生
き
て
き
定
一
九
年
聞
は
の
四
分
の

一
く
ら
い
し
か
生
き
て
い

九

u
僕
に
と
っ
て
は
長
い
よ
う
で
す
ご
く
な
い
け
れ
ど
、
残
り
の
人
生
を
豊
か

U

M

短
<
感
じ
て
い
ま
す
。
で
も
そ
の
一
巳
生
き
て
い
く
定
め
巴
、
「
仲
間
」

出

凶
九
年
間
の
中
で
僕
ガ
得
だ
も
の
は
、
は
欠
か
せ
な
い
寄
在
、
だ
と
思
い
ま

w

w

と
て
も
多
く
、
大
き
い
と
思
い
ま
す
o

す
o

苦
し
い
時
、
悲
し
い
時
、
辛
く
W

U

A

フ
ま
で
、
い
ろ
ん
な
人
だ
ち
巴
出
会
な
っ
定
時
、
一
人
で
悩
ん
で
結
論
を
U

配

っ
て
き
ま
し
左
。
特
区
、
僕
は
合
、
出
す
こ
と
も
大
事
、
芝
け
れ
ど
、
「
仲

間

凡
京
都
の
大
学
に
行
っ
て
い
る
こ
と
も
間
」
と
一
緒
仁
考
え
、
苦
し
み
、
悩

凡

u
あ
り
、
い
ろ
ん
な
地
方
の
人
達
と
触
み
な
が
ら
、
よ
り
強
い
翼
を
作
り
、

u

回
れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
左
。
生
ま
力
強
く
羽
ば
だ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
壁

国

い
育
つ
だ
土
地
と
は
環
境
も
遣
い
、
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
W

J

惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
だ
が
、
舎
な
い
と
思
い
ま
す
。

W

」
は
京
都
と
い
う
土
地
で
す
ご
く
楽
き
っ
と
「
仲
間
」
、
か
く
れ
る
パ

7

w

υ
み
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
が
最
強
の
武
器
と
な
り
、
ど
ん
な

内

山
な
生
活
の
中
で
僕
は
、
新
し
い
自
困
難
巴
ち
立
ち
向
か
え
る
勇
気
、
か
湧

叫

刈
を
発
見
し
左
り
、
一
つ
の
こ
と
を
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。

u

u

ろ
ん
な
角
度
か
ら
見
だ
り
、
考
え
合
ま
で
出
会
っ
て
き
だ
人
達
や
仲

山

)
れ
る
よ
う
成
長
し
左
と
思
い
ま
聞
を
心
の
支
え
と
し
て
頑
張
り
な
が

W

ヲ
。
最
初
は
あ
ま
り
関
心
の
な
か
っ
ら
、
時
巴
は
ひ
と
休
み
も
し
な
が
ら

w

ι

社
会
福
祉
の
道
を
選
び
、
学
ん
で
力
を
溜
め
て
一
気
巴
走
り
抜
け
だ
い

w

r

く
中
で
こ
れ
か
ら
始
ま
る
施
設
実
と
思
い
ま
す
。
来
る
べ
き
一
二
世
紀

断

固
を
経
験
し
て
い
く
こ
と
で
ま
だ
一
の
中
を
・
:
。

凡

o
h
v
、山、
e
q
c
s
l
r
r
h
晶、品、
E
U
、μ
、宮司，
oh
提『山
h
w
d
h
認可
h
h
a
A
h
M
司、
山、民対
，C
e
q
rド
h
可O
K
辺司

C
H
可向、直也、向、。‘

-



先
生
方
、
地
域
の
方
々
と
い
っ
た
、
周
囲

の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
今
後
私
た
ち

は
、
様
々
な
顛
難
辛
苦
に
耐
え
つ
つ
も
、

自
己
を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
現
状
に
甘
ん
じ
な
い
た
め
に
、

常
に
問
題
意
識
を
持
ち
、
そ
れ
を
行
動

に
結
び
つ
け
、
最
善
の
努
力
を
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
何
か
に
失

敗
し
て
も
そ
の
悔
し
さ
を
人
一
倍
感
じ

取
り
、
そ
れ
を
更
な
る
飛
躍
の
ば
ね
に

で
き
る
人
に
な
り
た
い
。
」
と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

最
後
に
、
松
山
市
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
「
ク

ラ
ッ
シ
ュ
・
ジ
ャ
ズ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
に

よ
る
記
念
演
奏
、
か
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ

レ
ン
ミ
ラ
ー
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
な
ど
親
し
み

の
あ
る
ナ
ン
バ
ー
で
式
典
に
花
を
添
-
え

て
く
れ
ま
し
た
。

式
典
は
、
終
始
静
粛
な
ム
ー
ド
の
中
で

行
わ
れ
、
記
念
す
べ
き
二
十
一
世
紀
初
め

に
ふ
さ
わ
し
い
重
信
町
成
人
式
で
し
た
。

謝辞を述べられる宮本順子さん砂

園田診広報しげのぷ2月号
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ー
自
分
で
書
い
て
お
早
め
に
|

平
成
一
二
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
、
ガ
、
二
月
二
ハ
白
幽
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
申
告

・
納
付
期
限

は
、
三
月
一
五
日
同
で
す
。

申
告
書
は
、
で
き
る
、
だ
け
ご
自

分
で
作
成
し
、
早
め
仁
税
務
署
へ

提
出
し
て
下
さ
い
。
郵
送
で
も
提

出
で
き
ま
す
。

【確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
合
】

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不

動
産
収
入
の
あ
る
場
合
、
土
地

や
建
物
を
売
つ
だ
場
〈
一
口
芯
ど
で
、

平
成
一
二
年
中
の
所
得
の
合
計

額
か
ら
、
配
偶
者
控
除
、
配
偶

者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
、
基

礎
控
除
そ
の
他
の
所
得
控
除
を

差
し
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
巴

算
出
し
左
税
額
、
ガ
配
当
控
除
額

と
定
率
減
税
額
の
合
計
額
を
超

え
る
場
合

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年

収
、
ガ
二
0
0
0
万
円
を
超
え
る

場
合
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
、
か

一
一O
万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど

産
宣
担
't
コ
目
炎

む
官
巴

A
E
h
t
E
4
A
1
園田園田

下
記
の
日
程
で
確
定
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
。

ご
都
合
の
よ
い
会
場
を
ご
利
用

<
、
定
さ
い
。

税
務
署
職
員
等
、
か
記
載
万
法
巴

つ
い
て
説
明
し
ま
す
が
、
申
告
書

等
は
ご
白
島
で
作
成
し
て
い
芝
、
定

き
ま
す
。

受
付
時
間

九
時
j

二

時

一
三
時
j

一
六
時

相
談
内
容

所
得
税
、
消
費
税
・地
方
消
費
税
、

贈
与
税
の
申
告
書
等
の
作
成

持
参
書
類

①
申
告
書
(
税
務
署
か
ら
送
付
さ
れ

定
申
告
書
を
お
持
ち
の
万
の
み
)

②
源
泉
徴
収
票

③
印
鑑
、
筆
記
用
具

④
所
得
計
算
巴
必
要
な
書
類

⑤
医
療
費
の
領
収
書

⑥
支
払
保
険
料
の
証
明
書

⑦
還
付
金
の
受
取
口
座
の
通
帳
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
役
場

税
務
課
住
民
税
係

冨
九
六
四
|
四
四
O
三

松
山
税
務
署

個
人
課
税
部
門

冨
九
四
一
|
九
一
二
一

確定申告相談日程表
市町村等名 と き と ιー ろ

重信町 2月14日(水) 重信町農村環境改善センヲー2階大会議室

松山市 2月5日(月)~9日(金) 松山市役所本館11階大会議室

北条市 2月5日(月)・6日ω北条市民会館集会室
伊予市 2月7日嗣.8日休)伊予市民会館4階大会議室

川内町 2月13日ω 川内町役場別館2階会議室
松山税務署

2月 16日後:)~3月 15日附 松山若草合同庁舎

(土、目、祝日を除く) (松山市若草町4-3)

町県民税申告相談
町県民税の申告書は、平成12年中の所得

を平成13年1月1日lこ居住してい芝市町村!こ

3月15日までiこ申告し怠ければなりません。

申告書を正しく記入していだぜくだめ

|こ、次の日程表のとおり、職員が相談lこ応

じますので受付時間内|こお越し下さい。

なお、所得税の確定申告をされ芝万は、

町県民税の申告をする必要はありません。

日程表 (受付時間/9時.....15時)
相談臼 指定地区 相談場所

16 金 農給‘給与合算
19 月 志津川 重信町役場
20 火 田窪北 4F 

2 21 水 田窪南 大会議室
22 木 見奈良
月 23 金 樋口 えひめ中央

26 月 山之内・横河原 農業協同組合
27 火 西岡 北吉井支所

28 水 牛湖(1日県道より北)
えひめ中央

1 木 牛測(1日県道より南)
2 金 南野間・牛決j団地圃播磨台

農業協同組合

5 月 北野田・野田
南吉井支所

6 火 下林(宮之段・西之谷を除く) えひめ中央

3 7 7]く下林(宮之段・西之谷)・上村 農業協同組合

8 木 上林 拝志支所
月

1119 2 3 
メ火五月、
予備日

重信町役場
4F 

14 水
(指定日に相談できなかった人)

大会議室
15 木

役場駐車場に駐車できない場合は、町民会館駐車場をご利用ください。

-
本
年
は
、
確
定
申
告
期
間
中

(
二
月
一
六
日
j
三
月
一
五

日
ま
で
の
閏
)
、
税
務
署
職

員
巴
よ
る
重
信
町
で
の
申
告

相
談
は
行
わ
な
い
予
定
で
す

の
で
、
確
定
申
告
相
談
日
程

表
の
都
合
の
よ
い
会
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
松
山
税
務
署
で
は
、

確
定
申
告
期
間
中
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
。

【
町
か
ら
の
お
願
い】

・
例
年
、
税
務
署
か
ら
指
定
さ

れ
だ
日

C
、
町
の
申
告
相
談

会
場
で
税
務
署
職
員
の
指
導

を
受
け
て
い
だ
営
業
等
の
万

並
び
巴
平
成
一
二
年
中
の
譲

渡
所
得
(
分
離
)
巴
よ
り
所
得

税
の
納
付
、
ガ
必
要
な
万
は
、

確
定
申
告
相
談
(
上
の
右
側

の
表
)
を
ご
利
用
く
、
芝
さ
い
0

・
近
年
、
町
の
申
告
相
談
会
場

は
、
大
変
混
雑
し
、
待
ち
時

間
、
ガ
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
区
還
付
申
告
の
件
数
、
か
増

え
て
い
ま
す
が
、
内
容
的
巴

簡
単
な
も
の
も
多
く
、
ご
自

分
で
作
成
で
き
る
と
思
わ
れ

る
方
、
ガ
多
数
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
自
信
を
も
っ
て
、
ま
ず

ご
自
分
で
作
成
し
て
み
て
く

、
だ
さ
い
。
そ
の
う
え
で
、
分

か
ら
な
い
点
が
あ
れ
ば
相
談

し
て
い
だ
芝
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

.. ・



0一般の方…63，600円+(医療費一318，000円)XO.01
0上位所得者(塁後控除後の所得が670万円超)の方…121.800円+(医療費-609，000円)XO.Ol
0市町村民税非課税の世帯|之属する万等 35.400円(従来どおり)
<<1年間|こ4回以上対象となる場合、4回目から》

O 般の万 '37.200円(従来どおり)
0上位所得者の方・・'70，800円
。市町村民税非課税の世帯|こ属する万等 一24.600円(従来どおり)
大特定疾病lこ認定されている方の自己負担限度額は、従来どおり10.000円です。

自己負担限度額

1カ月
63.600円

※市町村民税非課税の世帯

巳属する万等 35.400円

自己負担 h 
1日760円 ・¥

※市町村民税非課税の世帯 国，

C属する万等・0・650円 I r 

ρ 
特別養護老人ホーム等の胞 h
設!こ入所しだ万1eJ;、入所前の ・ ¥ 

~ 長期入院一般|こついても入院前の住所地の市(区)町村の包民健康保険の被保険者となります。
市(区)町村の国民健康保険 ー'
の被保険者 I r 

1日780円
市町村民税非課税の世帯に属する方等の負担額は、従来どおり、1日|こっき、650円(91日目以降
500円)です。劃
他の医療保険制度と同様、海外で診療を受けた三場合|之は、診療内容明細書等を国民健康保険の

窓口|こ提出すれば、国民健康保険の給付の範囲で支給を受けることができます。
なし

到
民亙E三亙豆豆EZ二

医療費の1割
ただし、同ーの医療機関での負担額が1か月に

|医療機関で院外処医療機関で3，000円 | 

① |方せんを交付され巴'>1(大病院(ベッド数が200床以上ある病院)で受診された方(e!1 
|なかつた方は、 1 "1陥5，000円i ~ I瞳医療機吋外州処釦叫|同|巨医鴎療鵬機欄即関
② |防方せんを交付され巴'>1(大病院(べツド数が20∞O床以上ある病院)で受診された方はそ|
|た方(cj;， ド|れぞれ2，500円

に達したときは、その後は自己負担はありません。

肯 定額制の診療所閣での負担額(cj;1日につき800円となり、1か月に5日以上通院した場合(e!、
その月の5日目以降の通院は自己負担はありません。
(注)一部負担金を定額で徴収することを都道府県知事|こ届け出た診療所

医療費の1割
だだし、同 の医療機関での負担額が1か月!こ37，200円|こ達しだときは、その後は自己負担は
ありません。

まだ、次の①及び②の場合巴は、負担額が1か月巴それぞれ以下の額巴達しだときは、その後
は自己負担はありません。

① 市長村民税非課税の世需に属する方等…24，600丹
② 市長村民税非課税の世需に属する方等で、老齢福往年金を受給している方…15，000円
* 特定疾病の認定を受けている万の医療機関の窓口でのご負担は、これまでと変わりません。

一部負担金

1臼1，200円
①市町村民税非課税の世帯

|こ属する万等

1か月35.400円まで
②①で老齢福祉年金を受給

している方 1日500円

一部負担金

1日530円
(月4回まで)

入
院
の
と
き

1日780円
※①市町村民税非課税の世帯こ属する方等、②市町村民税非課税の世帯広属する方等で老齢福

祉年金を受給している方の負担額は、従来どおり、それぞれ1臼Cっき、650円(91日目以降
500円)、300円です。¥、，，

h
E
F
E
 

世
情世の

円

H
見

nu

岬
兎
MV

F
h
u

但
円
課

6

L
寸

t
n
U
ト
v卜

壬ヒ

'
n
O
司
J
ヲ

Z
T

事

竹山
税
芦

食

沌

民

引
村

す
町
属
市

区

※
 

老人保健の訪問看護に要する費用の1割
ただし、同ーの訪問看護ステーションでの基本利用料が1か月lこ3，000円に達したときは、そ
の後は基本利用料の負担はありません。

女 定額制の訪問看護ステ シヨンb主〉の場合の基本利用料1eJ;1日につき600円となり、1か月!こ
6日以上訪問看護を受け芝場合1eJ;、その月の6日目以降の訪問看護|こついては基本利用料の負

担はありません。
(注)訪問看護巴要する費用を定額で徴収することを都道府県知事!こ届け出足訪問看護ステ シヨン

基本利用料

18250円

訪
問
看
護
を

受
け
た
と
き

1か月lこ30，000円以上の一部負担金を支払った老人が、同一世滑に複数いるときなどは、合算して
37，200円を超える額が払い戻されます。
※市町村民税非課税世帯巴属する方等の場合は、21.000円以上の一部負担金を合算して24.600円を超える績が払い戻されます。

老人高額医療費支給制度
(新規に創設)

富964-4408役場保険年金課問い合わせ先

なお、高齢者の薬剤 部負担は廃止されましだ。

..広報しげのぷ2月号



わ
滅た
雲量し

ifl 

と

き

二
月
一
九
日
目

一
三
時
三
O
分

5
一
五
時

町
民
会
館
三
階

視
聴
蛍
室

愛
媛
大
学
医
学
部

公
衆
衛
生
学

教
授
小
西
正
光
先
生

と
こ
ろ

講

自市

内

容「
基
本
健
康
診
査
で

多
か
つ
だ
疾
病
仁
つ
い
て
」

j
高
血
圧
症
・
高
脂
血
症
・

糖
尿
病
・
高
尿
酸
血
症
j

基
本
健
康
診
査
の
診
察
相

談
日
担
当
医
師
か
ら
、
タ
タ
か

つ
だ
四
つ
の
疾
病
巴
つ
い

て
、
詳
し
い
説
明
や
最
新
情

報
の
紹
介
を
し
ま
す
。

※
参
加
希
望
者
は
、
事
前
巴
申
し

込
み
を
し
て
く
、
だ
さ
い
。

福
祉
課
保
健
衛
生
係

冨
九
六
四
四
一
七
O

今月の母子保健事業
事業名(対象) 内 ( の亡旬コ 日 日守 ところ

4力月児健康診査
赤ちゃんの健康の確認・相談

2/21T.I<) 
(平成12年9月生) 13:30~14:30 

10力月児乳児相談
|まみがき ・離乳食のポイン卜、あそび ・関わ 2/21 T.I<) 

(平成12年4月生)
り万等!こついての相談、保護者同士の交流 受付 9 : 45~ ↑ 0:00

(集団) 相談 10:OO~ 11 : 30 

3歳児健康診査 2/14T.I<) 
町民会館

(平成9年7・8月生)
却児の健康の確認 ・相談

13 : 30~14:30 

離さし食学級
離乳食の実習や試食、育児相談、他の保護者

2パ5(*)
(ピヨちゃんのはじめてのお禽事)

との交流
受付 13:15~13:30

(平成12年10・11月生) 学級 13:30~15 :00 

育児相談教室(くまさん教室) 手どもの運動 ・ことばの発達 ・あそび万や関 2/2T.l<)'16T.l<) 9: 30~11 : 00 南吉井保育所
ー 一 一一日一ーー-ー 一一 一一一一ーー司ーーー---

わり万等の相談(申し込み要)
一 一ーー 一 ー 一一 一 一一一一一一一一一一

/ノ (ピ力ピ力<ら/3，) 2/9Þ.I<).23側 9:30~11 :00 町民会館

れ
き
み
ん

れ
き
み
ん

四
国
の
大
石
っ
か
い
・
野
面
積
み
の
名
人

れきみん一一一一一一一一一一一一一一れきみん

のは垣わ い石がなだいとが吉 a上介の六生 築そ て自
は菅のが昌ま垣松っか芝、きさ上)林さ大三きそ史れそこ然舎
二能よ国昆しが下左締の折っん林でのれ石年ての家とのそのは

量完Z聖t竜王室集金三属と22吃童三三万りEB P E E Zを
:iiii iiiii1iiiJii:iiiiRi;i 
o 12る大 型f_.〓 ー て:'!:JW~調面軍四・圃踊 名。れ時 のあ
上大て O 石 ぇ 1 l，:恥;エι;L4I~~露?冨田!蕗掴.掴 著 る代 乱ス
の石らおっ て 幽世\~盤媛受電錨盤彊臨護麗盟国 「 のの 積桶
石とれ城か く -弘A事醤E主動壇画面藍週'橿麗麗留置薗園 民 はお が田
をいるのい 定 「て~語圏圃・~盟理臨画 家 、城 あ日
いうの石の さ E5動伊卿圃園園 時t邸調理園.『 は 建の

れ
き
み
ん

上
林
菅
能
宇
吉
さ
ん

う
」
と
伊
藤
さ
ん
は
述
べ
て
い
ま
す
。

(
子
吉
さ
ん
は
、
一
九
四
八
年
(
昭
和
二

二
一
)
巴
松
山
城
、
五
四
年
(
昭
和
二
九
)
大

阪
城
、
五
八
年
(
昭
和
三
三
)
高
知
城
と
、

石
垣
を
積
み
直
し
て
い
る
の
で
す
が
大

ん

石
は
一
度
据
え
だ
ら
そ
れ
っ
き
り
。
運

み

ぶ
と
き
の
転
が
し
方
で
決
ま
り
、
宇
吉

虐

'

さ
ん
は
そ
の
名
人
。

U

圃
軒

丸

亀

・
宇
和
畠

・
松

一圃

圃
払
山
・
高
知
そ
し
て
大
洲

一園

町
繁
城
と
、
四
百
年
祭
と
も

一圃

司

吉
同

一
-
-

『
下
か
ら
ん
で
次
々
と
大
修

一圃

-川
市
理
。
土
台
の
石
垣
は
j
o

-

--国
官
能
宇
吉
さ
ん
の
地

一-

吐
元
で
の
仕
事
を
尋
ね
る

一圃

甑
の
も
歴
史
民
俗
資
料
館

一圃

仰
の
役
目
。

一園

前
昨
年
、
野
鍛
冶
の
名

ん

市
人
宮
田
八
百
一
さ
ん
を

み

臨
紹
介
し
ま
し
左
、
か
、
{
子

情

吉
さ
ん
も
と
思
う
こ
と

・4

し
き
り
で
す
。

小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
情
報

を
お
寄
せ
<
定
さ
い
。

冨
(
F
A
×
兼
)
九
六
四

O
七
O

一

2
月
の
休
館
日

1

2

3

8

6

8

 

E

、

4

1

1

1

2

2

(
毎
月
曜
日
・
第
三
日
曜
日
・
祝
日
・
月
末
)

れ
き
み
ん

-・



市
町
村
交
通
災
害
共
済
は
不
幸
に

し
て
変
通
災
害
を
一
受
け
だ
と
き
、
少

し
の
掛
金
で
見
舞
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

車
を
運
転
さ
れ
る
万
は
も
ち
ろ
ん
、

特
巴
お
年
寄
り

・
お
子
さ
ん
を
含
め

家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う

お
す
す
め
し
ま
す
。

加
入
資
格
重
信
町
区
住
民
票
の
あ
る
方
(
平

成
二
二
年
四
月

一
日
現
在
)

但
し
、
学
生
等
で
重
信
町
巴
住

民
票
が
な
い
万
で
も
扶
養
義
務
者

が
加
入
さ
れ
る
場
合
は
加
入
で
き

ま
す
。

共
済
掛
金

一

般

六

O

O
円

(
昭
和
六
一
年
四
月
一
日
生
以
前
の
万
)

災害見舞金2tg謀説器国?tZF
等級| 災害の程度 |金額

亡

医師の治療実日数
360日以上の傷害

31 医師の治療実回数
宝 117755千円780日以上360日未満の傷口

医師の治療実日数
96日以上180日未満の傷害

医師の治療実回数
80日以上98日未満の傷害

医師の治療実日数
64日以上80日未満の傷害

医師の治療実日数
48日以上64日未満の傷害

医師の治療実日数
32日以上48日未満の傷害

医師の治療実日数
76日以上32日未満の傷害

医師の治療実日数
7日以上旬日未満の傷害

100万円

20万円

15万円

死

2 

4 

中
学
生
以
下
二
五
O
円

(
昭
和
六
一
年
四
月
二
日
生
以
降
の
万
)

※
平
成
一
三
年
三
月
に
卒
業
の
中

学
生
は
一
般
扱
い
巴
な
り
ま
す
。

共
済
期
間

平
成
一
三
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
一
四
年
三
月
三
一
日
ま
で

中
途
加
入
の
場
合
は
、
掛
金
納

入
の
翌
日
か
ら
平
成
一
四
年
三
月

三
一
日
ま
で

受

付
自
治
区
の
各
組
長
、
ま
左
は
役

場
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

効
平
成
一
三
年
四
月
一
日
以
後
の

事
故
に
対
す
る
見
舞
金
の
請
求
期

限
は
、
災
害
を
受
け
だ
日
の
翌
白

か
ら
二
年
以
内
で
す
。

12万5千円

10万円

7万5千円

5万円

3万円

1万円

5 

10 

6 

7 

8 

9 

中央レディース学級出会いの場を求めて

去
る
一
二
月
四
目
、
レ
デ
ィ
ー
ス
学

級
の
閉
講
式
と
、
最
後
の
講
座
、
か
行
わ

れ
ま
し
定
。

ま
ず
教
育
長
さ
ん
の
挨
拶
で
、
「
何
と

言
っ
て
も
健
康
が
一
番
で
す
。
あ
元
気

で
来
年
度
も

f

学
習
巴
参
加

s----E・E
-
F
a

し

て

下

さ

園
・
・
圃
・
岡
田
・
・

い
。
」
と
お
言

一一噌

a---E圃.
.

.

 

葉
、
か
あ
り
修

圃
圃
・
・
・
・
・
・
・
・

3
証
を
い
定

一・
・
・
・
・
・
圃
圃
圃
・

芝
き
ま
し
た
。

一圃
・
・
・
・
・
・
園
田

続
い
て
、

田
園
・
圃
僅
圃
圃
圃

a

「
よ
の
陶
一房」

両
圃
・
圃
函
園
・

rh

の
藤
原
小
都

モ

ジ

JUE司
ーむ

先
生
を
お
迎

ta晴
4溜

え
し
て
「
、陶

‘
E
・
E

・-----

芸
と
私
」
と

緬
・
・
・
・
Z
4・
圃
・

題
し
て
、
講

司
副
圃
・
・
・
・
圃
劃
目

演
が
あ
り
ま

A
圃
圃
圃
園
田
租
.
.
.
 

し
定
。
陶
芸

岨
圃
園
田
区
h

‘.. 

の
道
巴
入
ら

幽
・
・
・
・
・
圃
・
・

れ
左
き
っ
か

幽
・
・
・
・
問
L
幽
・
・

け
は
、
予
供

迫
組
圃
圃
圃
・
・
・
・

の
頃
か
ら
母

.
b邑
圃
・
・
・
E
・司肉

親
、
か
絵
を
書

-j
a司
、

直
園

い
だ
り
物
を

作
つ
左
り
の
環
境
の
中
で
育
つ
だ
の
で
、

絵
を
書
く
事
ガ
招
き
で
、
将
来
何
を
す

る
か
迷
っ
て
い
だ
時
仁
、
人
に
手
が
大

き
い
か
ら
陶
芸
巴
向
き
そ
う
、
だ
と
言
わ

れ
、
陶
芸
仁
興
味
を
持
つ
左
そ
う
で
す
。

て うれ 掴mI圃邑:-三よ1 子、 ~J...II圃置と:J・1 何か数試そ
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大※申受 内 定対で上を便る「まを「 J 
す報し一掴申二し講 象もの開つよ;そす巡↓合 F、
。等て一選し月込(料 容 員書受万催てう」こ。り ソ
でい年込二み一 講でし、で急(私
ごま度 み一期、テネイ乍基(く I 1各二であま丸町|之、 激情芝 ヨ
案すも 多目隈 O キ トツ成本よ Eス j コ O きれすソの十町 lこ報ち
内。講 数倒 O ス 、操 1さを 7 I 歳以上 まば。 最分民 変通の シ
い改座 の O 卜 E イ作コし}選まさ 吃、二コ新対の 化信喜
だめを 場 円代メン、| 択で一 ど O ン設応皆 し按ら ".-..... 
して予 合 程 |タ文ス しの O の な歳講備で様 て術し I 
ま広定 は き ル|書) てコ名万 だ以空をきがいこRJT
期 間 コース 時 間 実施場所 講 師 申し込み問い合わせ 基
3月 6日ω1 I 9: 00~12 : 00 礎
j2  113:30~16:30 

3月 9日働 q3 18 : 30~21 : 30 重信町民会館 専門インストラクタ 重信町教教育育課委員会 主，慣x宰
4 I 9: 0…00 青年室 刊名 (冨96 能

3月27日(刈 5 I 13 : 30~ 16 : 30 、d
抑制 6 I 18 : 30~21 : 30 講

7 113:30~16:30 重信中学校パソコン教室 中学校教諭4名 重信中学校(冨964-2007) 座
i 応ずれのコースも12時間(3時間X4日間)の短期集中講座です。
Lo.~ ..... ; A-~ ---r'Ulill""1 _r;;，:;:志揖時間

日

曜

囲

碁

会

囲
碁
巴
興
味
の
あ
る
万
、
お
気
軽
仁
参
加

く
だ
さ
い
。

と

き

三

月

四

日

目

九
時
j

一
六
時
三
O
分

町
民
会
館
一
階
娯
楽
室

と
こ
ろ

安
一
月
六
日
の
新
春
囲
碁
大
会
で
、

れ
だ
方
は
次
の
通
り
で
す
。

一

位

二

位

榊

原

正

幸

黒

沼

稔

武

田

滋

高

須

賀

郁

夫

山

内

茂

夫

菖

原

匡

入
賞
さ

C B A 
級級級

三
位
玉
井
伴
範

(
〈
口
川
哲
也

黒

光

博

郷

全
/史
，講

座

と

き

三
月
四
日
目

一
三
時
三
O
分

j

町
民
会
館
二
階

第
一
・
二
研
修
室

日
本
石
仏
協
会
会
員

高
橋
大
蔵
先
生

「
伊
予
の
庚
申
信
仰
と

郷
土
の
青
面
金
剛
」

と
こ
ろ

講

師

演

題

聴
講
料

無
料
※
ど
な
左
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

重
信
町
教
育
委
員
会

重
信
史
談
会

主

催

‘国鴎

第
二
四
回
重
信
少
年
少
女
合
唱
固
定
期
演
奏

会
を
開
催
し
ま
す
。
ヱ
J

供
達
の
歌
戸
を
ぜ
ひ
聴

き
C
来
て
下
さ
い
。

と

き

三

月

二

日

日

開
場
一
三
時
一
二
0
分

開
演
一
四
時

と
こ
ろ
北
吉
井
小
学
校
体
育
館

入

場

料

無

料

指
導
・
指
揮

森

崎

靖

夫

ピ
ア
ノ
伴
奏

松

田

英

之
J

《
賛
助
出
演
》

重
信
中
学
校

コ
ー
ラ
ス
部

問
い
合
わ
せ
先

冨
九
六
四
|
一
九
四
八
(
藤
田
)

冨
九
五
五

1
0
三
七
六
(
柿
原
)



e
 
e
 
e
 
e
 

静
か
な
海
で

重
信
中
二
年

岩
田
美
沙
子

私
は
表
紙
を
じ
っ
と
見
つ
め
定
。
程

良
い
茶
色
の
パ
ッ
ク
巴
、
力
強
い
眼
差

の
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ガ
描
か
れ
て
い

る
。
彼
こ
そ
が
『
老
人
と
海
』
の
著
者

で
あ
り
、
私
巴
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な

い
強
さ
を
教
え
て
く
れ
左
人
、
だ
つ
だ
。

サ
ン
チ
ャ
ゴ
は
表
情
を
く
る
く
る
変

え
る
透
明
な
海
を
毎
日
見
て
き
だ
の
、
だ

ろ
う
。
時
巴
は
宝
石
の
よ
う
仁
輝
き
、

時
に
は
荒
れ
狂
う
海
原
を
。
こ
う
し
て

キ
ユ
パ
の
海
を
ビ
ビ
ッ
ド
に
、
深
淵
へ

臨
む
老
人
を
心
棒
巴
こ
の
物
語
は
展
開

す
る
。
躍
り
出
す
海
と
漁
師
の
物
語
定
。

私
は
、
老
人
の
描
い
左
四
日
間
を
通
し

て
日
象
巴
残
つ
左
と
こ
ろ
、
万
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
老
人
と
少
年
の
幹
、
芝
。

「
そ
う
芝
、
あ
の
子
、
ガ
い
芝
ら
。
」

あ
の
子
。
あ
な
芝
な
ら
誰
を
想
い
浮
か

べ
る
、
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

一
人
の
少
年
。

こ
の
言
葉
を
発
し
左
の
は
老
人
。
少
年

の
い
る
日
々
が
老
人
の
生
き
、
か
い
巴
な

っ
定
の
、
だ
ろ
う
。
少
年
は
老
人
を
必
要

と
し
、
ま
だ
老
人
も
少
年
を
必
要
と
し

て
い
だ
。
二
人
仁
は
、
綾
の
ご
と
く
丈

夫
な
鮮
で
つ
な
、
か
っ
て
い
定
。
そ
れ
は
、

お
互
い
敬
愛
の
念
が
あ
っ
定
か
ら
、
だ
ろ

う
。
長
い
聞
を
か
け
て
男
同
士
の
「
信

頼
」
を
築
き
あ
げ
て
き
芝
の
定
。
そ
の

深
い

「信
頼
」
、
ガ
海
を
越
え
私
の
心
の

奥
底
ま
で
し
み
わ
左
っ
て
き
左
の
、
定
。

二
つ
自
は
、
私
、
か
深
<
感
銘
を
受
け

芝
老
人
の
意
志
の
強
さ
芝
つ
色
。
死
守

で
力
ジ
キ
マ
グ
ロ
を
守
つ
だ
老
人
。
そ

れ
は
そ
れ
は
長
い
戦
い
、
定
つ
だ
。
淡
々

と
乾
く
活
字
、
ガ
一
層
私
巴
不
安
を
か
き

左
て
定
。
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
、
ガ
時
計
の

針
を
止
め
だ
の
か
と
思
う
程
、
緊
迫
し

左
場
面
。
容
易
で
な
か
っ
左
死
闘
。
食

い
食
わ
れ
ゆ
く
獲
物
。
老
人
に
脳
を
一

突
き
巴
さ
れ
芝
、
サ
メ
だ
ち
。
彼
ら
の

「
生
」
は
、
島
体
を
抜
け
海
底
へ
と
崩

れ
て
い
つ
左
。
大
魚
の
切
り
身
を
く
わ

え
て
。
な
ぜ
老
人
は
怒
ら
な
い
の
か
。

彼
の
視
点
は
魚
を
仕
留
め
、
勝
利
を
博

し
だ
こ
と

C
あ
つ
だ
の
定
。
力
ジ
キ
マ

グ
ロ
と
い
う
大
魚
と
命
が
け
で
戦
え
だ

事
に
誇
り
を
感
じ
て
い
る
か
ら
、
だ
と
思

う
。
力
ジ
キ
マ
グ
ロ
と
戦
い
、
そ
し
て

自
分
の
意
地
と
戦
つ
芝
の
、
だ
。
途
中
で

暖
昧
な
気
持
ち
巴
な
っ
て
は
な
ら
な

い
。
大
魚
を
捕
る
ま
で
の
辛
さ
仁
耐
え
、

初
め
て
自
分
と
の
闘
い
に
も
勝
利
す

る
。
老
人
は
意
志
、
か
強
い
。
私
巴
は
出

来
な
い
。
だ
っ
左

一
人
で
小
舟
の
中
巴

い
る
孤
独
感
。
見
渡
す
限
り
、
視
界
を

埋
め
尽
く
す
海
巴
固
ま
れ
旅
を
す
る
心

細
さ
。
私
に
は
そ
れ
巴
打
ち
勝
つ
強
さ

な
ど
な
い
。
食
糧
や
水
す
ら
ろ
く
仁
な

い
の
定
。
心
に
は
気
、
ガ
遠
く
な
る
恐
怖

感
、
か
一
面
巴
広
、
か
り
、
絶
え
聞
な
く
涙

が
こ
ぼ
れ
て
い
る
、
だ
ろ
う
。
舎
の
私
巳

は
、
自
分
を
強
く
さ
せ
る
モ
ノ
、
ガ
見
つ

か
ら
な
い
。
老
人
巴
は
、
「
魚
を
捕
る
」

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
老
人
の
語
り
は

力
ジ
キ
マ
グ
ロ
を
捕
え
だ
こ
と
、
定
。
こ

の
大
魚
を
捕
え
左
喜
び
は
、
老
人
に
し

か
わ
か
ら
な
い
。
彼
巴
し
か
感
じ
ら
れ

芯
い
興
奮
と
歓
喜
、
だ
。

私
と
マ
ノ
ー
リ
ン
を
重
ね
て
み
定
。

い
く
つ
か
交
点
も
見
つ
か
る
。
私
に
も

祖
父
が
い
る
。
祖
母
と
静
か
な
生
活
を

し
て
い
る
。
ま
だ
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
と
祖

父
の
共
通
点
、
か
一
つ
あ
る
。
生
き
て
き

左
長
さ
が
同
じ
な
の
定
。
祖
父
の
家
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
接
続
し
て
い
る
。

、
だ
か
ら
私
は
週
末
そ
こ
へ
行
く
。
祖
父

は
い
つ
も
送
り
迎
え
を
し
て
く
れ
る
。

そ
の
時
祖
父
と
様
々
な
こ
と
を
話
す
。

少
年
が
老
人
に
野
球
の
話
を
す
る
よ
う

C
。
私
も
友
達
、
鞍
手
や
趣
昧
の
事
を

話
す
。
私
は
こ
の
時
、
ガ
一
番
楽
し
い
時

間
定
と
感
じ
て
い
る
。
祖
父
は
、
園
芸

や
戦
時
中
の
事
を
話
す
。
育
て
巴
く
い

植
物
で
も
パ
ッ
と
き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
る
祖
父
が
魔
術
師
巴
見
え
る
。
こ
れ

が
祖
父
、
か
生
き
て
き
て
、
時
間
を
費
や

し
て
き
左
証
一
定
。
美
し
い
花
を
咲
か
せ

定
植
物
を
私
や
家
族
巴
見
せ
る
時
の
祖

父
の
瞳
は
何
よ
り
も
一
一
番
キ
ラ
キ
ラ
輝

き
生
き
生
き
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

祖
父
を
見
て
私
も
う
れ
し
く
感
じ
る
。

夢
中
巴
な
れ
る
モ
ノ
を
見
つ
け
左
時
の

瞳
は
、
何
よ
り
も
美
し
い
輝
き
を
放
つ
。

少
年
が
野
球
の
話
を
す
る
時
、
老
人
、
か

少
年
へ
語
り
か
け
る
時
、
祖
父
、
ガ
植
物

を
家
族
に
見
せ
る
時
。
私
は
、
『
老
人

と
海
』
を
読
み
終
え
、
一
人
の
人
間
、
か

こ
ん
な
巴
輝
け
る
と
い
う
こ
と
を
発
見

し
だ
。
そ
し
て
な
ぜ
か
こ
れ
を
不
思
議

巴
感
じ
定
。
私
も
日
常
で
こ
れ
ら
の
事

を
生
か
し
て
い
け
だ
ら
、
と
思
う
。

私
は
思
う
。
老
人
巴
出
逢
い
、
少
年

巴
出
逢
い
、
そ
し
て
E
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ

イ
巴
出
逢
い
、
私
は
、
尽
き
る
こ
と
な

き
「
夢
」
を
も
て
る
、
と
。
私
は
あ
き
ら

め
が
早
く
、
根
性
、
か
弱
く
、
全
て
を
、

「
ま
あ
、
い
い
や
。
」
と
い
う
中
ぶ
ら
り
ん

な
力
タ
チ
で
し
か
受
け
取
め
て
い
な
か

っ
だ
。
そ
ん
な
空
し
さ
、
か
心
巴
さ
ま
よ

っ
て
い
左
。
し
か
し
私
は
、
彼
ら
巳
出

逢
い
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
生
き
れ
ば

良
い
の
か
、
見
い
定
せ
る
気
が
す
る
。

私
は
後
ろ
を
振
り
向
か
な
い
か
ら
。

老
人
は
一
途
な
自
分
を
忘
れ
な
い
。

語
り
を
手
巴
し
て
い
る
か
ら
。
私
は
一

途
な
自
分
を
探
し
に
い
く
。
い
つ
か
最

高
の
自
分
を
誰
か
巴
語
る
だ
め
巴
。

そ
れ
、
ガ
、
イ
キ
ル
喜
び
。

岩
田
さ
ん
の

一
言

「
合
目
、
特
選
巴
入
選
し
と
て
も
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
作
文
は
昔
か
ら
大
搭
き

で
し
芝
ガ
、
今
回
の
「
老
人
と
海
」
は

と
て
も
書
<
の
巴
苦
労
し
ま
し
だ
。
次

は
、
も
う
一
つ
上
を
目
指
し
て
、
が
ん
ば

り
疋
い
で
す
。
そ
の
定
め
に
も
、
も
っ

と
い
ろ
ん
な
本
や
作
文
を
読
ん
で
語
い

を
ふ
や
せ
だ
ら
と
思
い
ま
す
。
」

岩
田
さ
ん
は
、
老
人
ガ
巨
大
な
力

ジ
キ
マ
グ
ロ
を
釣
り
あ
げ
、
船
に
縛

り
付
け
て
帰
る
と
こ
ろ
巴
感
動
し
ま

し
定
。舎
の
岩
田
さ
ん
巴
は
、
自
分
を
強

く
さ
せ
る
↑
も
の
が
見
つ
か
ら
な
い
が
、

い
つ
か
最
高
の
自
分
を
語
る
左
め
に
、

こ
の
老
人
ガ
措
つ
強
さ
と
語
り
の
一

途
さ
を
探
し
巴
い
く
と
い
う
質
の
高

い
読
書
感
想
文
で
す
。

l1li広報しげのぷ2月号



一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
る
町
つ
く
り
を
目
指
し
て

教
育
総
合
推
進
地
域
事
業

「
女
の
子
は
女
の
子
ら
し
く
つ
・
」

昨
年
の
八
月
号
で
、
人
権
問
題

の
重
要
課
題
巴
対
す
る
町
民
の
意

識
を
紹
介
し
ま
し
定
。
そ
の
中
で

「
女
性
問
題
」
を
重
要
と
考
え
る

町
民
の
割
合
、
か
低
か
つ
だ
こ
と
を

ご
記
憶
で
し
ょ
う
か
。

本
号
で
は
、
「
女
性
問
題
」
の
本
町

町
民
の
意
識
と
他
国
(
他
地
域
)
の

意
識
と
を
比
較
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

グ
ラ
フ
を
ご
覧
下
さ
い
。
「
女

の
子
は
女
の
子
ら
し
く
、
男
の
子

は
男
の
手
ら
し
く
育
て
左
万
が
よ

い
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
の

女
性
の
意
識
の
国
際
比
較
で
す
。

欧
米
は
、
「
同
じ
よ
う
巴
育
て

左
万
が
よ
い
」
と
い
う
考
え
万
、
か

多
数
を
占
め
て
い
ま
す
(
英
、
仏
、

独
は
ア
メ
リ
カ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
中
間
程
度
)
。

対
し
て
、
日
本
は
、
「
女
の
子

は
女
の
予
ら
し
く
:
:
:
」
、
か
一
位

を
占
め
、
欧
米
と
大
き
な
意
識
の

差
が
み
ら
れ
ま
す
。
十
九
世
紀
の

半
ば
ご
ろ
か
ら
始
ま
つ
だ
欧
米
の

女
性
解
放
運
動
と
の
歴
史
の
遣
い

が
こ
の
結
果
を
も
だ
ら
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

重
信
町
の
女
性
の
意
識
の
特
徴

は
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
、
ガ

多
い
こ
と
で
す
。
態
度
を
明
確
巴

し
て
い
る
欧
米
と
比
べ
て
圧
倒
的

に
多
く
、
ま
だ
、
東
京
と
比
べ
て
も

倍
近
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。
重

信
町
の
女
性
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
あ
ま
り
深
<
考
え
芝
こ
と
が
な

い
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と

も
、
そ
の
子
ら
し
さ
(
個
性
)
を
考

え
だ
場
合
、
性
別
の
意
識
は
も
左

な
い
万
が
よ
い
と
い
う
確
信
を
も

っ
て
い
る
表
れ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

ど
ち
ら
巴
し
て
も
、
も
う
一
度
考

え
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
よ
う

巴
思
い
ま
す
。

「
男
の
子
ら
し
く
育
て
る
、
女
の

手
ら
し
く
育
て
る
」
と
い
う
考
え

万
、
か
、
性
差
別
の
根
底
と
も
い
え

る
性
的
役
割
分
担
の
「
男
は
外
で

働
き
、
女
は
家
庭
を
守
る
」
と
い

う
こ
と
を
「
あ
左
り
ま
え
」
と
思

い
込
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

そ
こ
か
ら
一
歩
抜
け
出
し
、
男

女
と
も
ど
も
、
自
由
な
生
き
万
を

求
め
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
と

い
う
「
ジ
工
ン
ダ
フ
リ
」
の

社
会
づ
く
り
巴
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
し
ょ
う
。

「女の子は女の子らしく、男の子は男の子らしく育てた方がよいjという考え方について
(女性を対象とした調査)

38.8% 

66.8% 

89.2% 

女のミ子も男の予も同じよ

うに育てた方がよい

32.8% 町

者日

力

スウエデン

1) 

京

メ

東

重

ーフ
ノ

‘園・

変
わ
れ
ば
、

ど
も
も
変
・

子
ど
も
の
し
つ
け
は
家
庭
か
ら

重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
対
策
連
絡
会
議

成
人
式
の
傍
若
無
人
な
振
る
ん
か
。
ち
ょ
っ
と
定
け
と
か
、

ま
い
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
大
き
こ
れ
く
ら
い
の
こ
と
な
ど
と
油

<
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
だ
、
ガ
、
断
し
て
い
る
と
や
が
て
蔓
延
し

新
成
人
と
し
て
、
こ
れ
で
い
い
て
き
ま
す
。

の
で
し
ょ
う
か
。
式
典
の
最
中
合
己
の
問
題
行
動
の
原
因
・
背

巴
、
酒
を
ラ
ッ
パ
欽
み
し
、
ク
景
を
見
る
と
、
家
庭
巴
お
け
る

ラ
ッ
カ
ー
を
鳴
ら
し
、
携
帯
電
基
本
的
な
し
つ
け
の
不
足
、
地

話
で
し
ゃ
べ
り
ま
く
り
、
や
じ
域
社
会
巴
あ
け
る
人
間
関
係
の

を

飛

ば

す

:

・

。

稀

薄

化

、

大

入

社

会

全

体

の

モ

本
町
で
は
、
整
然
と
し
だ
立
ラ
ル
の
問
題
、
性
や
暴
力
巴
関

派
な
式
典
、
ガ
な
さ
れ
、
心
か
ら
す
る
有
害
情
報
の
氾
濫
な
ど
さ

新
成
人
を
祝
福
す
る
こ
と
が
で
ま
ざ
ま
な
問
題
、
ガ
複
雑
巴
絡
み

き
、
将
来
を
託
す
る
若
者
だ
ち
合
っ
て
い
ま
す
。

が
健
や
か
巴
育
っ
て
い
る
こ
と
総
理
府
、
か
行
つ
だ
世
論
調
査

は
何
よ
り
で
す
。

C
よ
れ
ば
、
非
行
の
最
大
の
原

し
か
し
、
若
者
の
社
会
的
風
因
と
し
て
、
家
庭
(
四
七
%
)
、

潮
と
し
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
少
年
自
身
(
二
五
%
)
、
学
校

で
も
、
何
を
し
て
も
よ
い
、
自
(
二
%
)
と
挙
げ
て
お
り
、
家
庭

分
が
し
左
い
と
思
つ
だ
こ
と
は
、
ガ
崩
壊
し
、
し
つ
け
が
失
わ
れ

勝
手
仁
し
て
よ
い
と
い
っ
定
行
る
と
学
校
の
規
律
、
か
乱
れ
、
非

動
、
か
目
立
つ
の
は
、
誠
巴
残
念
行
、
が
増
加
し
ま
す
。

な

こ

と

で

す

。

学

校

や

家

庭

、

地

域

社

会

で

自
由
を
招
き
勝
手
放
題
に
し
も
将
来
を
託
ず
る
青
少
年
の
健

て
よ
い
と
思
い
違
い
を
し
、
規
全
育
成
の
定
め
仁
、
し
っ
か
り

律
を
無
視
し
、
守
ろ
う
と
せ
ず
、
と
善
悪
の
け
じ
め
を
身
巴
付
け

責
任
を
取
ら
な
い
し
、
ニ
一
一
口
い
逃
さ
せ
な
け
れ
ば
芯
ら
な
い
と
思

れ
ば
か
り
を
す
る
の
は
、
人
間
い
ま
す
。

と
し
て
許
し
難
い
と
思
い
ま
せ

ー
愛
の
一
声
を
|



すばらしい休日
12月21目、私は大阪から、クリスマスや大みそかを

過ごしにタイへと旅立ちまし定。

バンコクは車が多すぎて混沌としています丈夫人々は温

かくよ時を過ごす|こはもってこいのおもしろい都市です。

私は、寺や市I号、 NBKショッピングセンター(舎まで
見左中で一番大きし¥)を訪れましだ。川でポート|こ乗り、

おいしいタイ料理レストランで食事をしまし定。タイ

料理はとてちスパイスガ、きいています。

それからコサムイ畠へ行きまし定。(少しもサムクは

なく、とても暑かっ定。)私Ictチャーウ工ンピ チやラ

マイビ チ近<の東側で、毎日日光浴をし左り、読書

をし足り、伝統的タイマツサ ジ、をして過ごしまし定。

ある時は、ココナッツ畑へ行き、 匹の猿が木から

ココナッツをとっているのを見まし定。猿左ちは1日|こ

500個ほど集めることができるそうです。ジ、ヤングルで

象!こ乗っ左のも最高でし定。

何から何まですばらしい休日でし左。食べ物は最高

芝し、景色は美しいし、人々の笑顔もすてきでしだ。

Excellent Holiday 
On December 21 st 1 traveled from Osaka to 

Thailand where 1 spent Christmas & New 

Years Eve. 

Bangkok is very chaotic with too many cars 

but it is a very interesting and worthwhile 

city with friendly people. 1 visited temples， 

an outdoor market， NBK shopping center 

(the biggest 1 have seen)， took a boat on the 

river， and ate at some very tasty Thai 

restaurants. Thai food is very spicy. 

Next 1 went to the island of Ko Samui 

which is not "SAMUI" at all but very hotl 1 

stayed on the east side near "Chaweng" & 

"Lamai" Beaches. 1 sunbathed， read books 

& had a traditional Thai massage everyday. 

On one day 1 went to a coconut farm & saw 

a monkey get coconuts from the trees， they 

can collect 500 in one day. Best of all 1 

rode an elephant in the jungle. 

Overall 1 had an excellent holiday. The 

food was amazing， the scenery was 

beautiful & the people had wonderful 

smiles. ノ / J 1# ， 
y /JA~_~ _ど〆y( V'"
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e金相談所開設
松山東社会保険事務所
富946-2146

松山東社会保険事務所の職員|こ

よる年金相談所を開設します。

とき 2月21日(柿

10 ・ 00~18 : 00 

ところ重信町役場1階101会議室

※ご自分の年金番号がわかるもの

をご持参下さい。

@ヤWツチフレ一4スズ'寡募
松山地区広域市町村圏協議会事務局
富948-6815

松山地区広域市町村圏協議会

(重信町を含む、中予地域の3市9

町4村で構成)では、圏域の将来像

をわかりやすく印象的|こ表現し左

キャッチフレ ヌ、を葬集しています。

応募方法 官製はガ、きまだはイン

ターネットのホームページ、

http://www.netwave.or.jp! 

~machicen!1くouiki.htm

応募先 財団法人えひめ地域政策

研究センター

〒790-0003松山市三番町4-10-1

締め切り 2月26日伺)必着

※優雪作品(若干数)応募者|こは粗

晶をお贈りします。

@ 窪地区土地区画整理事業
役場都市整備課

窟964-4414
田窪地区土地区画整理事業の事

業計画の縦覧を下記のとおり行い

ます。

縦覧期間 2月9白幽~2月23白幽

縦覧場所重信町役場2階

都市整備課

@ 童手当
役場福祉課

冨964-4406
児童手当|正義務教育就学前の児

童を養育している人lこ支給されます。
手当の額は、第1子及び2子|こつ

いては月額5，000円第3手以降!こつ

いては月額10，000円となっています。

認定請求の届出をしだ翌月から

支給され、支給事由の消滅する日

の月分で終わります。

原則として手当は、毎年2月・6月・

10月に、それぞれ前月分までが支給

されます。

定芝、し、所得が一定額以上ある

場合は、所得制限|こより児童手当Ict

支給されません。

認定請求Ict随時受け付けています己

公務員の万は、勤務先で手続き

をして下さい。

@ しどり介護講座
重信町生活文化女性塾

富964-3899(西国)
ノーマライゼーシヨン(障害者

が障害のない者と同等!こ生活し、

活動する社会を目指す)の視点、lこ

立って、おしどり介護の実演があ

ります。車荷予を押し左り、ベッ

ドでの介護を実際|こ体験してみま

せんか。

とき 2月25日(日)

10 : 00~12 : 00 

ところ 町民会館第1・2研修室

講師 日本赤十字社愛媛県支部

家庭看護法指導員

門屋征洋先生

重信まごころ銀行|こ次の方から

金一封を寄付下さいまし定。温かい

善意ありか、とうございます~(敵称略)

〈一般寄付〉

ウタラハウス(野田)

カラオケみっちゃん(志津川)

〈香典返し〉

森 正 (jじ野田)亡妻・マツ予

加藤 幸寿(樋口)亡母・シゲ手

武智 彦志(上村)亡母・シス力

人の動き
(1月10日までの届出分)

お誕生おめでとう
出生児 保護者 生年月B 住所

池内室 芳企 12・8 田窪

黒川け圭い吾ご 泰二 12・12野田2了自

玉野井亜あ白柏書か 信吾 12・15下林
中I家き馨ょう介qり 哲= 12・16野田3T13

日野調 {建 12・16上林
西田 住ま陽?;'D 

慎太郎 12・18野田2丁目
松本ゅ祐う真ま 正博 12・22横河原

長曽我部仁 勝 12・24樋口

恕那jか毎い;菓り 一矢 12・24田窪

浅井志保 和幸 12・26横漕原

j葺井彩生 和幸 12・26横沼原

曽我葵 進司 12・28野田1丁目
河村真さまみ冬ゆ 明弘 12・30芯津川

ごめい福をお祈りします
氏名 年令 死亡の日 住所

山口勝 60 12・11 牛淵

桑原キヨノ 81 12・13 北野田

近藤町悪 91 12・22 樋口

武智シズ力 86 12・23 上村

中村義一 87 12・23 志津川

中尾チヨ手 85 12・23 田窪

越智一正 45 12・24 志津川

大北喜七 78 12・26 牛淵

窪田宗夫 65 12・27 志津川

山内八重手 67 12・27 志津川

得永清美 55 12・28 牛j剥

東由美子 51 12・28 田窪

平岡安一 93 1・2 田窪

海稲ミサヲ 84 1・3 田窪

篠原透 84 1・3 西岡

兵頭都 74 1・5 見奈良

若山忠勝 61 1 . 6 樋口

窪田ハナ 92 1・6 牛消

漬田春繁 67 1 .7 志津川

高橋サ力ヱ 92 1 .8 横沼原

森和人 49 1・8 田窪

村上マサミ 77 1・9 牛測

‘国



日 fI 事

2/1休)
公共施設利用申し込み受け付け(5月分) 9:30~10:00 町民会館

2闘
社会保険出張相談所 10: 00~16: 00 商工会館

3(:t) 
少年式 9:00~ 重信中学校

4 (1日
健康マフソン・400歳駅伝大会(雨天の場合は118) 8:30~ 総合公園

5伺)
星空教室 19:30~ 図書館

6 (刈
手話教室 19:00~ 町民会館

7 ~羽
読書会「源氏物語J 13:30~15:30 町民会館

8 ~対
中央料理教室 9:30~ 町民会館

行政・心配ごと相談 13:00~15:00 町民会館

9樹

10∞ お話会 14:00~15:00 図書館

11(日)

12伺)

13 ()<) 
第3回「生き生き講座J13:30~15:00 役場

14~.k) 

15休)
人権相談 1O :00~15:00 役場

16倒

17出

18(団

19伺)

20e刈
手話教室 19:00~ 町民会館

21附
読書会「源氏物語J 13:30~15:30 町民会館

22同
心配ごと相談 13: 00~15: 00 町民会館

23(甜

24∞ お話会 14 : 00~15:00 図書館

25(日)
廃棄図書交換市

26伺)

27(*) 

28~.k) 
国民健康保険税(9期)・固定資産税(4期)納期限

国民年金保険料納付期日 水道使用料(1・2月分)納期限

3/1同 公共施設利用申し込み受け付け(6月分) 9:30~ 1O : 00 町民会館

3月12日まで図書館・歴史民俗資料館特別休館

2倒
社会保険出張相談所 10:00~16 : 00 商工会館

3曲

4 (1日)
郷土史講座 13:30~ 町民会館

移動図書館車

拝志小学校

上林小学校

北吉井幼稚園

重信幼稚園

上樋・播磨台・野田・

北野田

上村・下林・上林

山之内・樋口・横河原

志津川・西岡・田窪・

牛)~IJ・牛測団地

拝志小学校

上林小学校

北吉井幼稚園

重信幼稚園

上樋・播磨台・野田・

北野田

上村・下林・上林

山之内・樋口・横河原

..JII'~ ~. 
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当番医
司.-

み、ー

くぼた内科 燃やさないごみ'全地区①横河原②

箇970-0011 粗大ごみ:横河原

量握+全医産学院耐属病院 燃やさないごみ:横河原以外②

富966-5011 粗大ごみ:志津JlI(八反地を除く)

藤石病院 ごみ収集休み

種964-1234

増田整形外科 燃やさないごみ:全地区①綾河原②

富970-2020 粗大ごみ:横河原

国立療養所愛媛病院 燃やさないごみ:横河原以外②

窓964-2411 粗大ごみ:志津川(八反地を除く)・田窪団地

組大ごみ:横河原・志津川(八反地

を除く)・田窪団地以外

友愛医院 燃やさないごみ:全地区①横河原②

霞976-6262 粗大ごみ:績河原

燃やさないご、み ①空き缶・金属類、びん・ガラス類 ②ペットボトル、その他

..，広報しげのぷ2月号
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f、ョ 守 ノトト

ー一

をニュメシf、設置おる~ðぐてなつかLい
郵政省の郵便貯金資金の地域還元事業とし

て、役場駐車場の北側lこモ二ユメントガ設置さ

れましだ。

モ二ユメント

は、ソーラー|こよ

るデジタル時計

で、重信町の力ラ

である緑色をア

クセント力ラーに

使用し、自然エネ

ルギーの循環を表

現しだ形巴なって

います。

•••••••••••••••••••••••••• 

合、歴史民俗資料館では、「小学三年生の定

めの少し昔の生活展」を開催しています。

現在の小学生のお父さんやおじいさんが子ど

も芝、つだ頃、と、の家!こもあっ左いろいろな道具、

定とえば、みずかめやはがまや左るなどの展示

です。

今年で4回目|こなりますが、小学生には珍し

く、まだ年配の万にはなつかしいと拐評です。

4月まで展示しています。
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どんど焼き今年る元気でf
1月20目、見奈良地区で恒例のどんど焼きが

行われまし定。

あい|こくの雨の中、竹とわらで円錐状|こ組ん

芝、もの|こ、各家庭から持ち寄られだ注連縄や古

いおホしをつけ、神事がとりおこなわれ定後、火

が放左れ、合年の無病患災を祈りまし左。

• 

1月19日、双葉保育所の園児が東温消防署を

訪れ、避難訓練をしましだ。

ま芝、消防自動車!こ実際|こ触れてみだり、救

急車の中を見学し左りしながら、火のこわさ・

訓練の大切さを学びまし左。

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
伸'/II/~漕やそう

2月25日(日)、午後1時から町民会館で、ボ、

イス力ウトの創始者であるべーデンパウエル卿

の偉業を左左え、 B.P祭を開催します。

現在、ボ、 イス力ウト温泉第1固では、一緒

|こ活動する仲間を募集しています。

興昧のある万は、行ってみてはいかがですか。

‘圏・

台地域のイベント等の情報を役場総務課までお寄せください古

召
呈

z
↓↓
E
回
岬
部
粛
軍
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